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Public Health：
受動喫煙で認知機能低下(自己申告)が有意に増加

松崎道幸 道北勤医協ながやま医院 matsuzaki-m@dohoku-kinikyo.or.jp

松崎コメント:

タバコを吸うと、吸わない人々より2倍以上認知症が増加します。

しかし、家庭や職場で受動喫煙にさらされている場合、認知症リスクが3割

から6割増加することが分かりました。

能動喫煙と比べて、受動喫煙によるタバコ煙有害物質量は10分の1から

100分の1なのですが、健康被害は2分の1から3分の1程度という高レベル

なのです。

受動喫煙おそるべし！
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中国で、65才を越えても働いている「経済的にアクティブな」人
々で、タバコを吸わない2万8千名を対象とした調査結果です。

「この1年間で、物忘れとか記憶違いによるトラブルを経験しまし
たか“In the past one year, did you experience more 

frequent or worse confusion or memory loss?”) 」という質
問にイエスと答えた人々の比率を、受動喫煙の有無別に解析
しました。

その結果、受動喫煙が多いほど、認知機能が低下したと回答
する割合が有意に増えていることが分かりました。
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受動喫煙で認知機能低下(自己申告)が有意に増加
(対象：65才以上の就業中の（経済的にアクティブな）人々2万8千名。「この1年間で、物忘れとか記憶
違いによるトラブルを経験しましたか」という質問にイエスと答えた率の比較“In the past one year, did you 

experience more frequent or worse confusion or memory loss?”)
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職場だけ 職場と家庭の両方

Kim W, et al. The association between cognitive decline and exposure to secondhand smoke at work in economically 
active older adults. Public Health. 2024
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